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SNS型投資・ロマンス詐欺が多発!!

○ SNS 型投資詐欺：SNS 等を通じて投資名目で金銭等をだまし取る手口
　LINEやインスタグラム、X等の SNSやマッチングアプリなどを通じて知り合った者から SNSのグループ
チャットなどに招待され、そこで「すぐ利益が出ました」「絶対に安心」などの嘘のメッセージにだまされて信
用してしまい、偽の投資アプリやネットバンキングに誘導されて「手数料」「出資金」等の名目でお金を振り込
まされ、だまし取られるもの。

○ �SNS 型ロマンス詐欺：SNS 等を通じて恋愛感情や親近感を抱かせ金銭等をだまし取る手口
　LINEやインスタグラム、X等の SNSやマッチングアプリなどを通じて知り合った者から「あなたをもっと
知りたい」「愛している、結婚したい」等の甘い言葉をかけられて親近感や恋愛感情を抱いてしまい、「病気や
けがの治療でお金が必要」「会いに行きたいので航空券代を払ってほしい」などの要求に応じてお金を振り込ま
され、だまし取られるもの。

【被害に遭わないために】
● �詐欺の手口に関心を持ちましょう。「詐欺のニュースや記事」を見て手口について知識をつけることで詐欺だと
気づきやすくなります。

● �知らない人からトークやダイレクトメッセージ、グループ招待等が届かないよう受信を拒否する設定を行いましょう。

～ これは詐欺です！～
● 投資話で「絶対に儲かる」と言われる。
　 　 ※ 絶対に儲かる投資はありません！※ 絶対に儲かる投資はありません！
● 振込先として個人名義の口座を指定する。
　 　 ※ 法人名義の口座であっても、金融庁の登録業者であるかどうかを確認しましょう。※ 法人名義の口座であっても、金融庁の登録業者であるかどうかを確認しましょう。
● 会ったことがないのにお金の話を持ち出す。

SNS やウェブサイト、マッチングアプリ等で知り合った者から投資を勧められたり、 
お金を要求されたときは、最寄りの警察署最寄りの警察署 または 警察相談専用電話＃9110警察相談専用電話＃9110 に
ご相談ください。

種　別 認知件数 被害額

SNS 型投資詐欺 22 件 約 2 億 8,000 万円

SNS 型ロマンス詐欺 35 件 約 4 億 7,000 万円

合　計 57 件 約 7 億 5,000 万円

【道内における認知状況（5月末現在）】
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みんなでとめよう!!
国際電話詐欺（＃みんとめ）

正しい知識と断る勇気で自分の身を守りましょう正しい知識と断る勇気で自分の身を守りましょう

　国際電話（＋1や＋44 などから始まる番号）を利用した特殊詐欺
被害が多発しています。被害に遭わないために、国際電話番号から
の着信を受けないための対策をとりましょう。

【被害防止対策】
○ 携帯電話機の発着信設定の見直し
　・番号非通知の着信を拒否
　・電話帳登録外番号からの着信を拒否
　・�留守番電話機能を活用し、録音メッセージで相手がわかって 

からかけ直す
○ 固定電話機の国際電話発着信の休止（無償でできます）

～　国際電話番号とは　～
　電話番号の先頭についている＋以降の数字は国コード（国番号）と
呼ばれるものです。「＋81」は日本の国コードなので、それ以外の国
コードで電話がかかってきた場合は注意が必要です。

STOP! 大麻乱用
● 道内における大麻事犯の情勢
　令和 6年中の道内における大麻事犯検挙人員は 294人で、年齢別
では 20歳代が 132人と最も多く、20歳未満を加えると約 68％と全
体の半数を超え、若者の大麻乱用拡大が大きな問題となっています。

● 若者の大麻乱用拡大の背景
　SNS等を通じた「大麻は外国では許可されているから安全」
「大麻は心身に害がなく、依存性がない」「使用罪がないため使っ
ても問題ない」といった誤った情報の広がりが、若者の大麻乱用
拡大を助長しています。

● 大麻取締法の改正
　令和 5年 12 月に大麻取締法が改正され、「大麻草の栽培の規制
に関する法律」という名称に変わり、大麻は「麻薬」として位置
づけられました。所持や譲渡は、他の規制薬物と同様に「麻薬及
び向精神薬取締法」による規制に移行され、すでに禁止されてい
る「所持」「譲渡」に加え、新たに「使用」が禁止されたほか、
これまで 5 年以下の拘禁刑とされていた単純所持罪の罰則が 

「7 年以下の拘禁刑」と厳罰化されました。単純使用及び単純譲渡・単純譲受けも「7 年以下の拘禁刑」です。

● 大麻が心身に与える有害な影響
　大麻の花や葉に含まれる「THC（テトラヒドロカンナビノール）」という成分が脳の中枢神経系に作用するた
め、乱用や継続使用により知覚の変化や学習能力の低下、運動失調や精神障害、知能指数の低下等心身に悪影響を
及ぼします。また、大麻により酩酊感や陶酔感を味わった人は、再び体験したいとの欲求から使用を繰り返し、自
らの意思でやめることが難しくなる「依存」状態に陥る危険があります。一度ダメージを受けた脳を薬物を使う前
の状態に戻すことは非常に困難です。

年齢別割合
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◆受賞おめでとうございます !! ◆
永年のご活躍心から感謝申し上げます

　第 1回通常理事会で、それぞれの地区において永年にわたり地域安全活動にご尽力された防犯功労
者 60 名、防犯功労ボランティア団体 14団体に対する表彰が決定いたしました。
　表彰は北海道警察本部長と北海道防犯協会連合会理事長の連名で行われ、防犯功労者及び防犯功労
ボランティア団体には表彰状及び副賞が贈られます。

　なお、表彰状等は、受賞された防犯功労者及び防犯ボランティア団体による地域における活動の周
知と防犯意識の高揚を図るため、管轄警察署長と地区防犯協会長が連携の上、各地区の実情に応じて
伝達しております。

令和 7年度北海道防犯協会連合会防犯功労者等表彰

所　　　属 氏　　名

札 幌 中 央 見　上　弘　明

札 幌 東 布　施　弘　之

札 幌 西 白　澤　康　夫

札 幌 南 中　村　勝　利

札 幌 南 熊　谷　克　廣

札 幌 北 三　岸　　　進

札 幌 北 藤　田　修　作

札 幌 白 石 鈴　木　　　實

札 幌 豊 平 中　公　光　政

千 歳 伊　勢　善　司

恵 庭 市 齊　藤　節　子

恵 庭 市 池　田　榮　義

岩 見 沢 津　坂　佳　史

夕 張 小　川　正　隆

夕 張 工　藤　博　史

美 唄 今　西　　　徹

砂 川 佐　藤　克　己

砂 川 越　智　誠　一

滝 川 高　橋　逸　雄

芦 別 横　濱　　　博

◇防犯功労者表彰� （敬称略）

所　　　属 氏　　名

北 後 志 奥　野　弘　幸

岩 内 濱　上　俊　治

伊 達 佐　渡　しのぶ

伊 達 三　浦　　　榮

室 蘭 登 別 浅　野　秀　規

室 蘭 登 別 藤　川　康　司

苫 小 牧 牛　坂　　　勉

苫 小 牧 新　谷　新　一

門 別 小　林　史　明

門 別 大　浦　義　己

函 館 中 央 神　谷　勇　次

函 館 西 西　村　貞　夫

森 佐々木　　　裕

八 雲 佐　藤　和　隼

松 前 土　門　孝　夫

江 差 明　上　廣　男

せ た な 佐　藤　　　昌

寿 都 吉　村　富佐夫

旭 川 中 央 塩　地　忠　男

士 別 小　室　　　悟

所　　　属 氏　　名

士 別 藤　井　里　美

稚 内 高　山　一　男

富 良 野 中　村　壽　男

深 川 中　岡　　　清

深 川 折　川　英　輔

留 萌 熊　木　利　夫

釧 路 本　間　由紀子

厚 岸 江　幡　　　満

厚 岸 濱　　　秀　利

弟 子 屈 小　濱　秀　子

根 室 東　野　勝　好

根 室 佐　藤　俊　彦

帯 広 藤　原　　　敦

新 得 福　原　尋　義

新 得 高　橋　末　治

広 尾 北　出　博　志

北 見 中　村　満　保

遠 軽 北　村　　　茂

美 幌 杢　師　美和子

斜 里 三　浦　勝　利

所　　　属 団　　体　　名

札 幌 東 伏 古 本 町 地 区 パ ト ロ ー ル 隊

札 幌 北 幌 北 防 犯 協 会

札 幌 白 石 東 川 下 町 内 会

小 樽 小 樽 市 稲 穂 第 二 町 会

倶 知 安 留 寿 都 村 防 犯 協 会

室 蘭 登 別 室蘭市東明地区安全推進対策協議会

苫 小 牧 明 野 柳 町 内 会

◇防犯功労者ボランティア団体表彰
所　　　属 団　　体　　名

函 館 中 央 桔 梗 北 町 会

せ た な 今 金 町 自 治 会 町 内 会 連 合 会

旭 川 東 緑 が 丘 地 区 安 全 安 心 部

深 川 妹 背 牛 町 防 犯 協 会

釧 路 星が浦 4丁目町内会自主防犯パトロール隊

釧 路 音 別 パ ト ロ ー ル 隊

北 見 北見北西地域「安心・安全な地域」づくりの会
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《北海道防犯協会連合会の活動状況》
◇北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり推進会議の開催
　2 月 10 日、北海道副知事、警察本部生活安全部長、中島教育長など 41 の
機関・団体が出席して、全道推進会議が開催されました。道防連の五十嵐理
事長が進行を務め、山﨑専務理事が「児童の安全確保専門部会」の取組を報
告し、「犯罪のない安全で安心な地域づくり」や「安全・安心どさんこ運動」
の推進状況の報告のほか、犯罪のない安全で安心な地域づくり推進方策の改
定について協議が行われました。

◇安全安心なまちづくり道民の集いの開催
　5 月 12 日、札幌市中央区のかでる 2・7「かでるホール」において、北海
道犯罪のない安全で安心な地域づくり推進会議が主催する「令和 7 年安全安
心なまちづくり　道民の集い～みんなで築こう、安全で安心な大地～」が開
催されました。
　集いには、防犯ボランティア等約 300 名、吉本淳一道公安委員長、加納孝
之道副知事、伊藤泰充警察本部長、五十嵐敏明道防連理事長等が参加し、副
知事、警察本部長、公安委員長が挨拶されました。
　挨拶の後、北海道防犯設備士協会会長 髙橋 進氏による基調講演「住宅侵
入犯罪に備えて～防犯性能の高い建物部品の活用～」が行われました。最後
はシンガーソングライターの半﨑美子氏によるミニライブ～安心できる日常
を大切に～が開催され、参加者を魅了しました。

◇安全安心講座で講話を実施
　2 月 19 日、江別市が実施した「令和 6 年度第 2 回安全安心講座」に山﨑
専務理事が招かれ、講話を行いました。この講座は、「江別市犯罪及び交通
事故のない安全で安心なまちづくり条例」に基づき、市民を対象に実施して
いるもので、当日は、「地域でできる防犯対策」と題して、作成した資料に
基づき、特殊詐欺の被害実態や市民ができる防犯活動等について講話し、市
民や関係者約 70 名が参加、聴講しました。

《理事会及び評議員会の開催》
【令和 6 年度第 2 回通常理事会】
　3 月 18 日、通常理事会を開催し、令和 7 年度の事業計画、収支予算等が議決
され、代表理事等の職務執行状況や賛助会員の新規入会の報告を行いました。

【令和 7 年度第 1 回通常理事会・定時評議員会・臨時理事会】
　5 月 15 日、通常理事会を開催し、令和 6 年度事業結果報告、収支決算報告、
役員・評議員の改選等、全ての議案が議決承認されました。
　6 月 11 日、定時評議員会を開催し、評議員及び役員の辞任に伴う選任や令和
6 年度収支決算報告が議決承認され、令和 7 年度事業計画等を報告しました。
　また、評議員会終了後に臨時理事会を開催し、副理事長が選任されました。

　ご退任されました評議員の岸本邦宏様、齊藤秀希様、中川信市様、
浅利英勝様、副理事長の千葉敬司様、理事の新谷則様、監事の武田正
義様には、これまでのご支援・ご協力に深く感謝申し上げます。


